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なにが
「起きている」のか
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気象庁 震度データベース

2025年1⽉13⽇(⽉祝)21:19 ⽇向灘, 深さ36km, M6.6
震度5弱（宮崎市（松橋、霧島）、⾼鍋町上江、新富町上富⽥）

南海トラフ地震臨時情報（調査中）

南海トラフ地震臨時情報（調査終了）
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気象庁 震度データベース

2024年8⽉8⽇(⽊)16:42 ⽇向灘, 深さ31km, M7.1
震度6弱（⽇南市南郷町南町）、震度5強（宮崎市松橋、⽇南市（油津、吾⽥
東、中央通）、串間市役所、都城市姫城町）
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気象庁監修による防災情
報のインフォグラフィッ
ク一覧（制作: Yahoo!
ニュース）
https://news.yahoo.co.
jp/pages/202207041#
a_jishin

気象庁監修による防
災情報のインフォグ
ラフィック一覧（制
作:Yahoo!ニュース）
https://news.yahoo
.co.jp/pages/20220
7041#a_jishin
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内閣府（2024.12.20）南海トラフ地震臨時情報（巨⼤地震注意）発表を受けての防災対応に関する検証と改善⽅策

内閣府・気象庁（2019.6）
南海トラフ地震－その時の備え－

「南海トラフ地震に関連する情報」と情報
が発表された際の防災対応について説明し
たリーフレット
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関⾕直也（2024）南海トラフ地震臨時情報における住⺠の反応（n=9,400）
南海トラフ巨⼤地震対策検討ワーキンググループ第18回資料（2024.9.9）
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内閣府（2024.12.20）南海トラフ地震臨時情報（巨⼤地震注意）発表を受けての防災対応に関する検証と改善⽅策

なにが
「起きる」のか
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南海トラフ巨⼤地震の被害想定

死者 298,000人

全壊建物 2,350,000棟

経済被害 270兆3,000億円

2025年3⽉31⽇

７
６強
６弱
５強
５弱
４
３以下

震度

（強震波形４ケースと経験的⼿法の震度の最⼤値の分布）
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中央防災会議（2025）南海トラフ巨⼤地震対策検討ワーキンググループ報告書 説明資料

H26計画では
10年で、
死者数︓
おおむね８割
減少、
全壊棟数︓
おおむね５割
減少
だったが･･･
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四国の港湾における地震・津波対策検討会（四国地⽅整備局港湾空港部）（2014/3）南海トラフ地震に対応した四国の広域的な海上輸送の継続計画

中央防災会議（2025）最⼤クラス地震における被害様相の横断的整理
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中央防災会議（2025）最⼤クラス地震における被害様相の横断的整理

同じ災害でも「天災」と「⼈災」がある

避けることがなかなか難しい被害もある
・和歌⼭県串本町︓3分で10mの津波

(南海トラフH25和歌⼭県想定)
→「天災」に対して事前にどこまで被害を抑止できるか

避けることができる被害もある
・瀬⼾内海︓90分〜２時間前後に４m程度の津波
→子どもたちが沿岸部をうろうろしていた→教育の責任
→地域の要援護者を避難させられなかった→地域の責任
→天災ではなく「⼈災」であるという非難
→「⼈災」に対して確実に被害ゼロにする事前計画・訓練
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⾃分の地域に救援は来るのか︖
•国や⾃治体の注⽬度・優先度が⾼い
•被害が⼤きい
•重要な施設がある（原発など）
•⼈口・被災者が多い

（＝声の総量が⼤きい）
•マスコミが取材しやすい
•情報が入りやすい
•交通の便がよい

→被害⼤でも交通事情が悪い・⼈口が少ない、被害
が相対的に軽い地域には「当面の救援は来ない」

→当面（１週間程度）を乗りきるための「⾃助努
⼒」と「共助で乗りきる仕組みづくり」が必要

南海トラフの地震活動の⻑期評価（第⼆版）
2013年5⽉24⽇
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２０３４年
南海トラフで発⽣する地震の確率（時間予測モデル）

※次に発⽣する可能性のある地震の中に最⼤クラスの地震も含まれるが、その発⽣頻度は 100〜200 年の間隔
で繰り返し起きている⼤地震に比べ、一桁以上低いと考えられる。

1946+88.2=

2014年 70%程度
2018年 70-80%
2025年 80%程度

上下水道などを中心に支障
→飲料水、⾷料、トイレなど

備えを徹底する

職場内の防災備蓄品の管理
・従業員1⼈あたり飲料水・非常⾷

を最低3⽇分、毛布や災害用トイ
レ、⽣理用品・医薬品など

・会社の⽴地や従業員数など企業
規模に合わせた備蓄を準備する。
必要な備蓄品はリストにまとめ
て管理し、⾷料や医薬品は賞味
期限・消費期限を定期的に
チェックする。

兵庫県(2014)南海トラフ
巨⼤地震・津波被害想定
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１）避難の必要性がある
→避難誘導訓練

２）火災が発⽣する
→初期消火訓練

３）エレベーター閉じ込め・
損壊建物・什器の下敷き

→救助訓練
４）負傷者が発⽣する

→応急救護訓練
５）⾃宅に帰れない・

出勤できない
→帰宅困難対策訓練

リモートワーク訓練

兵庫県(2014)南海トラフ
巨⼤地震・津波被害想定

「安全・安心は⾃分たちで作るもの︕」

危機は「その場しのぎ」では対応できない

→これまでの知恵・教訓を学び、⾃分たち（⾃分の
組織・地域・家など）の弱いところ、組織・地
域・家で起こりうる問題を知り、作成した計画を、
訓練などを通して実現させていくことで、危機へ
の対応⼒・応用⼒を上げていく。

「あわてない」という態度をつくる

「普段やっていることさえ、なかなかうまくできない。ましてや、
普段やっていない・考えていないことなど、できるわけがない」

→勉強をしていたから、本番のテストでなかなかの点数が取れた
→練習をしていたから、本番の試合でそこそこ活躍できた
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